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Abstract 経済システムは大きく分けると公的メカニズム、市場メカニズム、共同体メカニズムの３つのメ

カニズムによって動いている。日本を筆頭に多くの国々で少子高齢化が進むなかで、女性の社会
参画のために、保育サービスの重要性が増しているが、子どもは市場メカニズムを一人では有効
に使えない。そこで、市場メカニズムと共同体メカニズムをどのように混合させていくことが社
会にとって望ましいかを研究することが本研究の目的である。
本研究では、共同体メカニズムを、各共同体メンバーの利己的な部分の効用の最大化以外の動機
（利他性、応報性、使命感など）からの行動によって働くメカニズムと定義した。本研究では特
に、営利企業や非営利企業との保育業務の委託契約に注目した。具体的には、委託者である企業
や大学などが委託先の営利企業と契約を結ぶ際に、保育士や職員の継続雇用や、給与などの待遇
維持を委託先に要求することの影響について、関係者への聞き取り調査を中心とした質的方法に
より研究を行なった。
聞き取り調査によると、大阪大学の営利企業への委託では大学が受託企業に継続雇用と待遇維持
を要請してきた。これに対し、先行研究のある京都市立病院の営利企業への保育の委託では、201
1年の継続雇用条項を含む契約の下では委託先での保育業務の質が高かったが、条項がない契約に
変更すると、保育士全員の退職や、保育士の一斉交代による子供たちの身心の健康状態の悪化な
ど、保育の質が低下した。
これまでの大阪大学と徳島大学での聞き取り調査による新しい知見として、保育委託で保育の質
を保っていくためには保護者の横の繋がりと時間を通じた繋がりを含む共同体の役割の重要性が
ある。契約更改の際などに京都市立病院のケースと同じようなことが起こりえることを保護者た
ちが理解し、問題が起こる可能性があるときには同様な経験をした保護者OBたちから助言を受け
ることができれば望ましい。また普段から大学側に保育への支援に対して感謝状を出すなど対話
的関係を構築していくことで、保護者と大学の間で共同体メカニズムがより円滑に機能する。
The economic system can be largely thought to be working with the public, market, and community
mechanisms. The issues of low fertility and aging population make progress in Japan and many
countries in the world mean that the child care service becomes more important as female labor
participation increases. Given that a child cannot effectively use the market mechanism alone, an
important problem is how the market and community mechanisms should be combined for the
society.
In this research project, we define the community mechanism as the mechanism of behaviors that
are not motivated by maximizing utility nor profit maximization. Hence behaviors of the community
mechanism are motivated by altruism, reciprocity, and the sense of mission, for example.
This study focused on consignment contracts in which universities consign child care business to
either for-profit companies or nonprofit organizations. We conducted our research by interviews,
employing a qualitative research method. We have found that the community of parents of the child
care center can play an important role in preventing a possible disastrous drop of the quality of
child care observed in a previous study.
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１．研究成果実績の概要

経済システムは大きく分けると公的メカニズム、市場メカニズム、共同体メカニズムの３つのメカニズムによって動いている。日本を筆頭
に多くの国々で少子高齢化が進むなかで、女性の社会参画のために、保育サービスの重要性が増しているが、子どもは市場メカニズ
ムを一人では有効に使えない。そこで、市場メカニズムと共同体メカニズムをどのように混合させていくことが社会にとって望ましいかを
研究することが本研究の目的である。
本研究では、共同体メカニズムを、各共同体メンバーの利己的な部分の効用の最大化以外の動機（利他性、応報性、使命感など）から
の行動によって働くメカニズムと定義した。本研究では特に、営利企業や非営利企業との保育業務の委託契約に注目した。具体的に
は、委託者である企業や大学などが委託先の営利企業と契約を結ぶ際に、保育士や職員の継続雇用や、給与などの待遇維持を委託
先に要求することの影響について、関係者への聞き取り調査を中心とした質的方法により研究を行なった。
聞き取り調査によると、大阪大学の営利企業への委託では大学が受託企業に継続雇用と待遇維持を要請してきた。これに対し、先行
研究のある京都市立病院の営利企業への保育の委託では、2011 年の継続雇用条項を含む契約の下では委託先での保育業務の質
が高かったが、条項がない契約に変更すると、保育士全員の退職や、保育士の一斉交代による子供たちの身心の健康状態の悪化な
ど、保育の質が低下した。
これまでの大阪大学と徳島大学での聞き取り調査による新しい知見として、保育委託で保育の質を保っていくためには保護者の横の
繋がりと時間を通じた繋がりを含む共同体の役割の重要性がある。契約更改の際などに京都市立病院のケースと同じようなことが起こ
りえることを保護者たちが理解し、問題が起こる可能性があるときには同様な経験をした保護者 OB たちから助言を受けることができ
れば望ましい。また普段から大学側に保育への支援に対して感謝状を出すなど対話的関係を構築していくことで、保護者と大学の間で
共同体メカニズムがより円滑に機能する。

２．研究成果実績の概要（英訳）

The economic system can be largely thought to be working with the public, market, and community mechanisms. The issues of low
fertility and aging population make progress in Japan and many countries in the world mean that the child care service becomes more
important as female labor participation increases. Given that a child cannot effectively use the market mechanism alone, an important
problem is how the market and community mechanisms should be combined for the society. 
In this research project, we define the community mechanism as the mechanism of behaviors that are not motivated by maximizing
utility nor profit maximization. Hence behaviors of the community mechanism are motivated by altruism, reciprocity, and the sense of
mission, for example. 
This study focused on consignment contracts in which universities consign child care business to either for-profit companies or
nonprofit organizations. We conducted our research by interviews, employing a qualitative research method. We have found that the
community of parents of the child care center can play an important role in preventing a possible disastrous drop of the quality of
child care observed in a previous study.
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